










 

昭和 52 年 6月 24 日、厚生省児童家庭局長通知が示され、全国的に 1歳 6ヶ月児の健康診

査が、市区村長を実施主体として開始されることとなったが、東京都においても昭和 53

年 8 月に実施にあたっての中間報告を受けて手引き書等も発行され、昭和 54 年より開始さ

れることとなった。 

 実施にあたっては、東京都三者協(東京都、特別区、東京都医師会)での申し合わせによ

り、原則として地区医師会に委託の形で実施することとされたが、特別区においては、既

にこれに先立ち、多くの保健所が 1歳半健診をそれぞれの形で自主的に実施していた。 

 その後、各区ではそれぞれの医師会との話し合いによって、区保健所における直営集団

方式または地区医師会委託方式、あるいは保健所と地区医師会の病医院のいずれかを区民

が選択できる方式の 3種類の型で実施されることとなり、今日に及んでいる。 

 内科健診は委託であっても歯科、心理、栄養、保健指導や事後処理としての経過観察や

精密検査票の発行のためには、別に保健所に呼び出しているが、児や保護者にとっては二

度手間である。 


